
指導・監査について



令和３年度に行った 監査

居宅介護支援事業所 １件

【行政処分の内容】
指定の取消し

【不正請求の期間】
令和２年（２０２０年)９月分から令和３年（２０２１年）１１月分

【処分に伴う返還金額】
⑴ 不正受給額 ３，４９６，５６８円
⑵ 加算金 １，３９８，６２７円
⑶ 合計 ４，８９５，１９５円



【主な処分の理由】

・運営基準違反（介護保険法第８４条第１項第３号該当）
アセスメントの実施、サービス担当者会議の開催による専門的意
見の聴取の記録、居宅サービス計画の作成、モニタリングの実施、
モニタリングの結果の記録が適正に行われていない。

・人格尊重義務違反（介護保険法第８４条第１項第４号該当）
アセスメントが適正に実施されておらず、３１名中１３名の利用者
はアセスメントシートが未作成で、課題が分析されておらず、要介
護者の人格を尊重した業務がなされていない。

・不正請求（介護保険法第８４条第１項第６号該当）
自主点検の指示を受け、運営基準減算を行う必要があるにも関わ
らず、当該減算を行うことなく、不正に介護給付費を請求し受領し
た。



指導・監査について

運営指導 指示事項



加算算定 要件を満たしていることを確認します。

⚫ いつ（日にちと時間）
⚫ どこで（カンファレンスの場所等）
⚫ だれが（出席者等）
⚫ どうしたか
⚫ どのようであったか

記 憶 記 録



サ-ビス担当者会議の開催について



サ-ビス担当者会議の開催について



サ-ビス担当者会議の開催について



サ-ビス担当者会議の開催について

「なお、これらはあくまで例示であり、「軽微な変更」
に該当するかどうかは、変更する内容が同基準第13条
第3号（継続的かつ計画的な指定居宅サービス等の利用）
から第12号（担当者に対する個別サービス提出依頼）
までの一連の業務を行う必要性の高い変更であるか
どうかによって軽微か否かを判断すべきものである。」


